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1　 本報告の 目的

　東京 都で は 大規模 な震災に 備え た 「事前復興 」 の 取 り

組 み の
一

つ と して 、「
震災復興 の た め の 模擬訓練 （以下

復興模擬訓練）」 が 各地で 実施 され て い る「tl）es
。

　復興 模擬訓練 とは 東京都が 発行 し て い る
「
復興 マ ニ ュ

ア ル （2003 ）」 文3 ｝に沿 っ た 地 区 レ ペ ル の 復興 ま ちづ く

りの プ ロ セ ス を、地域住 民 が 自治体 と模擬 的 に 体験 す る

こ とで 経験や知 識を習得 し、「地域力」 を醸成 し、震災

発 生 時の ス ム ーズな プ ロ セ ス 構築を目指すもの で あ る。
03 年度に 都内 2 地区で モ デル 的に 実施さ れ、04年度以降

は新た に創設 され た 東京都の
「
復興市民育成事業」 と し

て、都内で 展 開 され て い る。

　03年度 は 墨田区 （向島地区）お よ び練馬区 （貫井地区）
で 、04年度 は墨 田 区 （向 島地区 ・2 回目）新宿区 （本壗

町地区）足立区 〔西 新井西 口 地 区）北 区 （赤羽 西 地 区）

葛飾区 （新小岩地区｝の 5地区で 実施さ れ た。それ ぞ れ

の 地区に お い て、地元 自治 体 と住 民に よ る 推進体制が 作

られ、東京都や專 門 家が 支援 を して 実施 さ れ た 。 復興模

擬訓練 に は 詳細な手順 を 定 めた マ ニ ュ ア ル 等が 存在せ

ず、こ こ まで の 各地 区の プ ロ グラ ム は 、各地区を担当 し

た 専門家が 中心 とな っ て 、 地 域住民や区 と検討 を重ねな

が ら立 案さ れ て い る。筆者 らは プ ロ ジ ェ ク トチーム を組

み、03年度の 練馬 区貫井地 区 に 引 き続き、葛飾区新小岩

地区の 復興模擬訓1練 の企 画 立案 に あた っ た。本 稿 で は そ

の 手 法 の 実際 と今後 の 課題を報告する こ とを目的 とす

る 。

　 なお、05 年度 は 未確定も多い が、10 を超える地 区 。自
治体で 復興模擬訓練 の 開催 が 検討 され て お りs 各地 で の

展 開 に 向 けて 、各地 区独自で 開発 され て き た 訓練 手 法 の

一
般化も求 め られ て い る とこ ろで ある。各地区の プロ グ

ラ ム の 違 い は、地区特性 を考懸 した上 で の、携わ る プロ

ジ ェ ク トチーム の 考 え方、持て る技術の 違 い に 拠 る とこ

ろ が大 きい 。これ まで の 7 地区 に は
、 3 つ の プロ ジ ェ ク

トチーム が 関わ っ て お り、（財）東京都防災建築ま ちづ

くりセ ン ターを中心 に 、 専門家の経験共有の た めの ネ ッ

トワ
ークづ く りも検討 されて い る XA］。

　新小岩地区で は 、 基本的 に貫井地 区で 開発 した 手法の

骨格 を 踏襲 し、部分的 に 改良あるい は 地域性を考慮 した

適合化 を行 っ た。貫井 地 区の プ ロ グラム に つ い て は、既

に 報告済み 文5〕6｝7｝で あ るの で 、 本報告で は、プロ グラ

ム の 詳細 に つ い て の 記述 は最低限に と どめ、貫 井 地 区 と

新小岩地 区 の 地域特性等の 計画条件 の 違い を整理 しつ

っ
、 新小 岩地区で 改良を行う、あるい は新規 に 開発 した

プロ グラ ム を明 らか に す る。また、2地区 を通 じて 開発

した手 法 の 普遍 化に 向けて の 課題を述 ぺ る 。

2　新小岩地区復興模擬訓練の プiiグ ラ ム

1）新小岩地区の 概要 ．

新小岩地区は葛飾区の南部に位置し 、 江戸川区 との 区

図 1　新小岩地区の 位置
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界 を形 成 して い る。JR 総武線の 新小岩駅 を中心 と した

約166haの エ リア で ある （図 1）。 耕地整理を基盤 とす

るグ リ ッ ド状の 道 路基盤 を持ち、昭和初期 か ら戦前に か

けて 市街地 が形成されたエ リアで あ る。市街地 は密集 し

て い るが、道路基盤 は概ね良好で ある 。 総武線北側に大

規摸工 場 ・操車場跡地に 作られた大規模空地 〔それ ぞれ

新小岩公園および私学共済運動場）があり、新小岩公園

は地域 の広域避難場所 に指定 され て い る。
　総武線の 爾北で 市街地 の 危険度が 異な り、東京都 の 第

5回地 域危険度測定調査 （02年12月 ・市街地の 危険度を

町丁目別 に相対的に 5段階評価、ラン ク 5が最高）で は、
建物倒壊危険度が 南側 の 各町 丁目で で ラ ン ク 4 〜 5、北

側 で 2 〜3 、火災危険度が 南側で ラ ン ク3 〜4、北側 で

1〜 2、避 難危険度 が南側で ラ ン ク 1〜 3 、北側 で ラ ン

ク 1 〜 2 、総合危険度は 南側で ラ ン ク 4 、北側で 1〜2

とな っ て い る 。 総じて 南側 の 危険度が高く、 不燃化が進
ん で い るた め に、火災 よ りは倒壊の 危険度 が高い 。な お、
荒川放水路 の東側 に位置し、 洪水 の 危険性も高い

。

　 まちづ くり関係の施策 として は 、 地区の 南北を通 る平

和橋通 りの 拡幅事 業が 計画 され て い る ほか、荒川 沿い の

密集市街地 が 、 東京 都の 「
防災 都市づ く り推進計画」

｛04鵯 月改訓 で 江 戸川 区 と合わせ て 「整備地域」 に 指定

され て い る。地域の まちづ くりへ の 関心 は高く、町会と

商店会 を中心 に組織 され た 「
新小岩南地域まち づ くり協

議会 J が 活動を行 っ て い る戦

　 地域で の まちづ くり活動があり、復興摸擬訓練 の カ ウ

ン ターパ ートが存 在す る 地 区 と して 、 新小 岩地 区 で の 実

施 となっ た。訓練は運合町会 とま ちづ くり協議会 に区が

声をか ける形で取 り組み が始め られた 。

2）新小岩地区 の 地域特性の特徴

　プロ グラ ム 設計の 前提条件とな る新小岩地区の 地域特
性を練馬区貫井地区 と比較 しつ つ 整理 して お く （衷 1）。
　市街地特性 の 違 い を見 る と、前述 の 地域危険度 で は 、

貫井地 区 は総合 ラ ン ク 2 〜 3で あ り、 新小 岩地 区 の 危 険

度が高 い。個別 に見 る と、建物倒壊危険度、火災危険度

と もに新小岩地 区が高い が 、 避 難危険度は貫井地 区が 高

い 。新小岩地区に は広域避難場所で ある新小岩公園が あ

るた め、避難危険度が低い もの と考えられ る。
　地域 の 主体 の 状況の 違 い を見 る と、新 小岩地区で は

「
まちづ くり」 に 、 貫井地区で は 「

防災
・避難所運営」

に取 り組んで い る状況が あっ た こ とで その 違疹が整理 さ

れ る。新小岩地域 で は町会毎の 防災訓練の 経験 は あっ た

が、避難所に関す る訓練は行 っ て い ない
。

一
方で 9（弉代

よ り開発 や ま ち づ く りの 検討が 断 統 的 に進 め られ て お

り、まちづ くり協議会も設立され、区には 新小岩地区担

当 セ ク シ ョ ン もあ る。練 罵 区で は区 独 自の 取 り組 み と し
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図 2　新小岩地区の復興模擬訓練の フP 一

て 町会等か らなる
「避難拠点運営連絡会」 の シ ス テ ム を

構築 して お り、貫井 地 区 で も 3カ 所 の 避 難 拠 点 にお い て

それ ぞれ運営連絡会が 設立され てい た 。 これ らの こ とか

ら、 訓練に 参加 した地域の 主体 は それ ぞれ 連合 町会 と ま

ちづ くり協畿会 （新小岩地区）、町会 と避難拠点運営連

絡会 （貫井地区）で あっ た。

　最後 に、外的な 状況の違い を整理して お く。（M 年度 は

復興模擬訓練全体を支える支援体制が 育ちつ つ あり、新
小岩地区 には、筆者らの プロ ジ ェ ク Fチ

ー
ム以外の 様 々

な支援 が行わ れた。04年11月30日に設立 された災害復
興まちづ くり支援機構 に よる弁護士、司法書士、中小企

業診断士 等の 支援、再開発 コ ーデ ィ ネ ・一・ター協会か らの

支援、地 元都市計画専門家 の支援 e ）、東京都防災ま ちづ

くりセ ン ターに よる専門家 の 派遣支援、 復興模擬訓練を

支援する 大学ネ ッ トワ
ー

ク N ）か らの 支援で あ る。

3） プ ロ グ ラム の 概略

　復興模擬訓練 は 全 5 回の 会合で構成 され、04年12月か

ら05 年4月まで の 期間に実施された。各回で60人名程度

の 参加を得 て、そ の 中か ら幹事を募り、各回の 前 に 「幹

事会」 を合計 5 回開催 した。
齟
ス タ ッ フ と して は各回30人

程度の 行政側お よ び大学側ス タ ッ フが 参加 し、加えて 前

述の 外部か らの 支援者が各回IO名程度参加 した。
　第 5 回目は シ ン ポジ ウ ム （成果発表会）で あり、実質

的な訓練 は 4 回で あ る。各回全て グル
ープに 分 か れ て の

作業 に取 り組ん だが 、 第 3回 と4 回は 、 異な る プロ グ ラ

ム を持 つ 2 〜 3の ワークシ ョ ッ プを グループ に 分か れ て

パ ラ レ ル に実施 した。つ まり、実質的に は 4 回の 会合 で

7つ の プロ グラム を実施 した （図 2 ）。
　図 2 に示す各 プ ロ グ ラ ム の 順序 は、ほぼ 「復興マ ニ ュ

ア ル 」 で 想定 して い る復興まちづ くりの時間軸 の流 れ に

沿 っ た もの となっ て い る。第 1回目は 、地 区の 危険箇所

や長所を調査 す る 「ま ち点検 」 を行い
、 そ の 成果か ら災

害要因図、延焼被害想定図を 作成す る 訓練、第 2回目は、
2地 区 の地域特牲の違 い
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う 「避敵拠点」として位にづけて い 軌 そ して．98単よ り 「憩離拠点」 の 運君韭体として臨 学

　だけでなく．町会や住鬨 防災組識．F 匚A 肇か らなる 「漉誼嵐高運営邏絡会，を各謹噬艶点郎に

順次立ち上げを仔い ，辺匹拠劇防炎”櫞などを行って い 15．
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豪 2　 2 地区の プロ グラムの 違い

噺可噌 唾区
　　　　　　　　　　　　　　　　　鹽
貫井塩区

匣   　 　 　 　　 　 　蟹屡 〃ループ o 齪 ロ冖」レブ レ 4
イ　 り冉　■ 田   盛桙　　　　　 晟ロ　　　　　　　　　　グル

ープの設竃 ロ ー乃 プ回

な
．ζ

し

　　　　　　　　　　」 ゴ　　　　　」
r

．　　　　　　　← 齟ひ
1 饗

ン

難 嬲錘謝
撚

な ・ 儡 鷹会蜘 な し

童

　　　　　　　険煙の み 訟ら　．竃鍾路や

　　　　酬睡厨．仮 殿住宅瓸嬉乾点検ず ろ

まちある　「衷ら点繍 齒 を仔っ匙．そ の虞果
き・まち を図上齦0 彫式で衷とめ，嬢災一D
　点検　 靦駆

r
仮殴住竃 敦で の 一連 の 誕れ

　　 　　 が埴域の中で行われることをイ

　　 　　 メ
ー

ジ した．

まちの 観害 く4 ⊃週辺 ・憩

朋 ‘3 》仮設住宅 【2 》

の 附 9グル
ープ」

むレ なし 2
メージ す

　 壱

緊ち鳳検 霞  性や艮所を点廣ずる

叢踏 驫飜騫轟羅蠶黼 欝 講 綴
　 　　　 壱們城 する．

なし

z 靉糶 講ll飜
戸匝て住宅 12〕アパアト

軽営音 〔2 ｝  台住竈

ID 分 彫建鍋合住竃 q ｝

商唐傷 ‘3 ｝ の 計 9 グ ル r・
プ．

頁井壇区 と

変災鳳 し

法掠桓談

を実臨
3

避暉生活

から復 鱈

を考え る

えも醐 を行う．
轗 灘 糶 乙灘 1藁

グル
ー

プ毎に． 
建物 の 択況  慰峡
の伏配   事蹶

・
贋踊  モの“憂血

緩況な ど∬ 艮塵 ろ

6段割ツ つ を冤に

設定．
ま

ち
貫井地 区と変更無し な し

ま

ち

2グル
ープ1…殴定響必難 宅算 歌／．

ヒ　　 、者　な　　 　　を設定． なし

3

思想σ〕辰
般 の ま

ち ・い

え．みせ

を考えよ
　 う

質井地区とほ槿変更黛しだが、
ロール ブレイξ簡 奨化

・
省略 し，

各轄の蹤 に齬小雛の職 の実建

を反駿 した ．幌優塗毋 ・行醸 棚 隣

を実施した，

い

え

圻小 岩公臣 ‘4 ｝
・桧幽

小学棟校庭 ‘D の計 5
グル
ープ．砒 内客は貫

擦地区と変更無 し．

蹴族聖 価

　賓 夫嫉

　旨嗾 等，
の み齪 ．

法御・
政鮒碗 を

蹴

4
理思 の 版

般住宅壱

考えも

n つ の プ 囗 グ ラ ム に分かれ ，
　設住宅 龜踵の 8欄 づくりの

凰做 を行う．τまちグル
ー

カ は ，  域 レ ベ ル の 恢設 住

老 犂の建綬方針を．「いえグ

ループ 艮 は，地罎内の 3鯱
登対象に．僅設住暫や共眄雄
駅 の 冊 置等を．「みせグル

ー
プ亅は 廊店衝を翼撫 に．仮

い

え

　　　　　　　　　　　　　　　　　配   土地建勃

3グル
ー

プがモれぞれ 「凪臨 」 ∫鮫　 事務所瑞腆   そ

　亅　 「公 罰 1 峺 鋤 当 † る ．入居賓．　 の他資金など状泥

潜 匪餓白．入贋   を設定L　　　 が 異な る 6箪銭を

に

融
せ

2グル
ー

プを綬走，蹤

内癬は員并地区 と巽更鱶

L 店餞隣臨は新小鷹の

地域の鶏 を反 映した．
な し

　　 　　　 　　 　　　 　　 み

　　 　　　 　　 　　　 　　 せ
融畴舗 の £ 匝腎を檎討する，

　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　逓晋者 と償疑側

1

  飜 擺 黔
と

豢鬟難讌
　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 更に蹤 ．

方

o｝
寅井地区 と鯉 無し な レ

肛襲まち

づ くり支

2 っ の プロ グラ ム に 分か れ ．
行醸が仮慰邵 臨

・
煙案 した 方

針
2グル

ー
プを設嵐

  職圃，  居鵬．
  土地嬬勒所有な

ど択 況が異なる 6
面 嘲をさら1： 8
患

4
  まち

づ くりを

考 えよ う

霓井地区 とほぼ巽更無 しだ郎．事

前に脊志で 4回のワ
ー

クシ部ツ ブ

を皿ねて，’
裏ちづくり瞥躪会

案 亅 を序 り．行麟 と民陵検肘 し

た．
イ

メ
1
ジ

駅前 ‘2）住望弸 衝旭

‘鋤 醸店衝 （2 ， の計
6 グル

ープ．
な し

擾 シ ス テ

ム の ブレ

ゼ ンテ
ー

シ 3 ン

5
壌飼 潔ち

づくりを

考える

地区の復賊まちづく りの案を

テェツ クし．自分たちで まち

の 将来像を考える韻腺を行
う．堕翼 2褂 グル

ープ亠 は

鳩区の復磯方針を，「復岡イ

メージグルーブ！は地区の斑

貝の窪間的イメ
ー

ジを獄

る．

イ

メ

幽

ジ

「
中打栖 ： 窩逝飼」 噴 井

一・二 丁
目 ；住宅臨」 順 鉾三丁目・富士見
臼 ；住宅 埴 」 の 3グル

ー
プ壱臨

なし

5
シ ンポジ

　ウム

一
達の＆翼模噺   の成果を釿 小

岩地区で シンポ ジウムを『催 して

暇皆す る．
な し なし なレ 6

範陥 展

齦算毫紀
告す る

一
処 の慣興霞霞駅陳の戚果 を

麻京邸庁で闘觝されたシンポ
ジウム にて瓰皆す る辱

な レ なし

被災後 1〜2週 間が経過 した 時期 に お い て 、 住 まい や 生

活の 確保 L 本格的な再建 ・復興 に つ い て 考 え る訓練、第

3回目は、地 域内に 仮設住宅
・
店舗 を建設 す る計画作成

の 訓練 、 第 4回 目 は 、 行政 が 仮想 で 作成 ・
提案 した地 区

の 復興 まちづ く りの 案を 素材 に して 、自分 た ちで まちの

将来像 を考え る訓練で ある。
　 なお 、文献 7｝で 整理 した とお り、復 興 模擬訓練 は、既

存 の ワ
ークシ ョ ッ プや防災訓練 と比較 して 、合意形成 が

重視 され る通常の まちづ くりに お ける ワ
ー

クシ ョ ッ プと

異なり 「意識づ くり重視」 で ある こ と、訓練の 対象 ・課
題が 想像 しや す い 通常の 防災訓練 と異な り

「
想像困難性」

が あ る こ と、とい う特 徴 が あ る 。 こ れ らか ら 「グ ル ープ

討議 を基本 とするj
「
ロ
ー

ル プレ イ手法を導入する 」
「ビ

ジ ュ ア ル な ッ
ー

ル や カードを用 い て 綿密 に ス コ ア を設計

する j の 方法をとっ てい る。

4 ）プ ロ グ ラ ム の 特徴

新小岩地区で の プロ グラ ム の 特徴 を貫井地区で の プロ

グ ラ ム と比較しっ っ 整理す る 〔表 2 ）。

（1 ｝復興 重視の プ 囗 グ ラム ：筋述 の 通 り、 新小 岩地 域

で は 防災や避難所運営に つ い て の 経験が 貫 井地区 に 比 べ

て 少 な く、 第 1圓 。
第 2 回の 訓練途 中、終了後 に 「

防災

訓練 ・避 難 所 訓 練 を先 にや るぺ きで あ る 」
「次 年 度 に 防

災訓練 ・避難所訓練をすぐに 実施 した い 」 とい う声も多

く聞か れ た。逆に 、第 3 回以降 の 導入 はス ムーズで あ り、
特に 混乱もな く充爽 した 訓練が 行 わ れ た。訓 練 は 8 〜9
の グル ープ に 分か れて 行 われ た が 、 協議 会 メ ン バ ーを 中

心 に各 グル
ープで 1〜2 名 は 訓練 を リードする 参加 者が

お り、地図 や 模型 を十分に活用 した議論、検討を行うこ

とが 出来た。

（2 ） ま ち づ く り協議 会 に よ る 復 興 ま ち づ く り案 の作

成 ： こ の よ うな地域 で の 経験 を活か すた め 、第 4 圃訓練

に 向 けて 、 協議会メ ン バ ー
有志 12名 （各回 IO名程度が 出

席）で sl ヶ 月で 4 回の 会合を重ね 「復興まちづ くり計

画 （案｝亅 を作成 した 。 1回目は
「
問題 ・資源 ・特性 の

書 き出 し」、2回 目 は 「事 業手 法 の学 習 （再 開 発 、区 画

整理、地区計画、住宅系事業）」、3回 目は 「案の 作成」、
4回 目 は 「案 の 修 正 」 とい う手 順 で 行 っ た。実際の 訓練

に お い て は、同時並行で 区 の 内部で 作成 され た 行政案 と

比較をしなが ら議論を行 っ た。案作 りに関わ っ た協議会

メ ン バ ーが案の 「説明役」 に もな り、一般参加者に 説 明

をす るなど、役割意識を持 っ て 訓練に 参加 した 。 作成 さ

れ た 案 は行成案 と違 い ， 様 々 な ア イデ ィ ア が 盛り込 まれ

たもの で あ るが、ラ フ なス ケ ッ チ で あ り、計画作成の レ

ッ ス ン と して 位置づ け られ るだ ろ う。

（3）ロール プ レ イ、ビジ ュ ア ル な ツール の 活用状況 ：

こ の よ うに、まち づ くりの 経 験 が 豊 か で あ るた め、前述

の
「
想像困難性」 が 低い と考え、貫井地区で は 3回 にわ

た っ て導入 した ロ ール プ レ イ 手法 を、第 2 回、第 3 回の

導入 とし、ロ ール の 設定も簡潔な もの とした。また、第

2回で は、貫井地区 に あまり見 られなか っ た、分譲マ ン

シ ョ ン の 所 有 ・居 住 者の ロ ー
ル を設定 し、区分所有の 問

題に つ い て議論 を行 っ た。
模型 （第 3 回で 使用）や 写真カ ードを は じめ とす るビ ジ

ュ ア ル な や カードは 、貫井地 区の もの を ほ ぼ援用 した 。

こ の こ とに よ り、準備の 時間が 大幅に 短縮 された。

（4 ）デ ィ ブリ
ー

フ ィ ン グの導 入 ： 現実に まちづ く りが

進ん で い る地区で あ るた め、模 擬訓練の 成 果 を振 り返 り、
現実世界 と現実の まちづ くりの 関係をつ くる 「デ ィ ブ リ
ー

フ ィ ン グ」
齣

の プ ロ セ ス を各 回 で 導 入 した。具体的に

は、災害復興まちづ くり支援機構の 協力を得て 、 第1回、
第 2回 、 第 3 回に 「

模擬法律 ・行政相談」 の 時間を30分
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程度設 け、各回 の グル
ープ討議の 中で 生 まれ た法的 、 制

度的な疑問 に つ い て
一一FM一答方 式 で 回答 を 行っ た b 時間

の 制約 もあ り、全て の質問に その 場で答 え られ るわ けで

は ない が、参加者、特に 現実的な商店街関係者の 理 解 を

深め る こ と有効で あっ た。第 4 回で は 、 防災ま ちづ くり
支援シ ス テ ム tal］を利用 し、新小岩地区の 復興ま ちづ く り

案 の評価をプレ ゼ ン テー
シ ョ ン し、道路整備や 不燃化が

災害の 軽減につ なが る こ との 理解を深め た。また 、第 5
回の シ ン ポ ジ ウム は 、全 4 回の デ ィ ブ リー

フ ィ ン グ とい

う位置 づ けで あり、参加者全員が 各回 の 成果を振 り返り、
現在行 っ て い るまちづ くりや防災活動 にそ の経験 を生 か

す こ と を考 え る場 とな っ た 。 　　 　　 　 1

で あ る。

（2）
一

般化に向けて の今袋 の課題 ：05年度 は都内各地

で の 展開が検討されて い る。貫井地区、新小岩地区 に お

い て 、 木造や非木造の ス トッ クが やや高密 に 立地 して い

る地 域 につ い て の 復興摸擬訓隙 手法は、一
定の 完成を見

た。一方で、都心 部の 非 木造地 域 で 延焼 よ りも む し ろ倒

壊危険性の 高い 地域で の 訓練手法、あ る い は。空地 の 多

い ゆ っ た りと した郊外部で の 訓練手法な ど、 他 の 市街地

特性 を持っ 地域 に っ い て は 、む ろん こ れ まで の 7地 区 の

経験 を下敷 きに しつ つ も、 新た な手法開発 が必要で あろ

う。

（5） 地 元専門家 の 関わり ：筆者ら とは別に 、 地元の 都
市計画専門家が 各回 4 〜 5 名程 度復 興模 擬 訓練 に 関わ っ

た。現在の まちづ くり、あ るい は地域協働復興 の た め に

は、継続的 に地 域 の まち づ くりに 関 わ る専門家の 存在が

必須で あるが、現時点 （05年 4月 時 点）で 、専門家 の 必

要性に つ い て は認識が深 まっ た と考 え られ るが、参加者
と地元専門家 の 新 しい 関係 や体制 は 形成出来 て い な い 。
地元専門家の 巻 き込 み方 に

一
層 の 工 夫が 必要で あっ た一

方で 、 区行政側に地区に まちづ くりの 専門家を派遣する

よ うな制度が なく、同
一
地区の ま ち づ く りで あ っ て も、

年度 ご との 入札に よっ て 専門家を選定 し て い る状況 で あ

っ た。その ため、専門家 と参加 者 の 関係が 形成 された と

して も、それ を支 え る こ とが 出来な い
。 今後の 展開に期

待 した い 。

（6）一般参加者の 状況 ：最後 に一
般 の 参加者 に っ い て

触れ て お く。立 案当初 よ り住民 の ま とま りが い い 地 区 を

選定して い る こ ともあり、貫井地区 と も共通 して、参加

者が 少ない とい う聞題 は ない。特 に 04年度 は国内外で 大

き な災害が 相次 い だ た め、参 加 者 の 関心 も高 く、回を 追

っ て も人数を減 らす こ とな く訓練 を 行うこ とが 出来た 。

こ の よ うな 興味や 関心を浸透 させ るた め に 、貫井地 区 と

同様 に、各 回 の結果を ま とめた ニ ュ
ー

ス を 作成 し、各町

会 を通 じて 回覧 ・配布 した。また 、幹事会を開催 して 事

前に住民 と議論 の機会を設 けた が、幹事会の メ ン バ ← 外
からも、事前に プロ グラム を知 りた い 、 幹事会で の 議論

に 参加 し た い との 声が あ が り、第 4 回よ り幹事 会 を傍聴

可能 に し、 第 5回で は議論 に も参加出来 る ように した。

3　 今後 の課題

（1）新小 岩地 域 で の 今後 の 課題 ：復興模擬訓繰に 剰激

を受け、まちづ くり協議会 は コ レ クテ ィ ブ住宅の 検討や

勉強会の 開催な どの 新 た な取 り組 み を検討 して い る 。 各

町会も刺激を受け、特に 防災、避難、避難所の 課題へ の

新 たな、あ るい は改 めて の 取 り組み を各町会で 検討 して

い る。例示 した 「コ レ クテ ィ ブ住 宅 j な どは、防 災 まち

づ く りで 目指 す 「
ハ
ードの 減 災」 に は 甫接的に 結 びつ か

な い が 、こ うい っ た地域活動 を通 じて 地域 に 人間関係が

構築され る こ とで 、震災が起 きた と きに リ
ー

ダ
ー

シ ッ プ

を発揮 して 柔軟に 課題解決 に あた る こ とが で きる とい う
「人 的 な減 災効果 」 が 得 られ た こ とが 成果 と して 評価出

来 る。こ れ らに続 い て、「ハ ードの 減災」 に ど う取 り組

む か は 今 後 の 課 題で あ ろ う。都市計画的 な整備 に 加 え、
個別建物 の 不燃化、耐震化 に ど うつ なげて い くか、そ し

て 、こ れ らの 取 り組み や 方針 をマ ス タープラ ン を中心 と

す る、計画シ ス テ ム に ど う反映 して い くか、今後 の 課 題
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補注

1） 駅 北地 域 には 「新小 岩北地 域 まちづ く り協議会 」 が 同様 に

活動 を行 っ て い るが 、復興模擬訓練へ の 組織と して の 参加 は無

か っ た。
2） 筆者らが声をか け、ヴォ ラン テ ィ ア として参加 した。
3｝ 首都 圏の 大学の研究 室単位に、ゆ るや か な慴報共有の ネッ

トワ
ークがあ り、そ二を通 じて他大学の学生が参加 した。

4｝　 まち づ く りの ワ ークシ ョ ッ プ 等で 体験 した こ と を現 実の ま

ち づ く りにフ ィ ードバ ッ クす るた め に、ワ ークシ ョ ッ プの最後

に設 け られ る、成果の まとめ、根 り返 り等の プロ セ ス の こ と。
参考文献 8 を参考。
5｝ GISを 用い て 、防災 まち づ く りの 効 果を火災に 対す る性能

や 事業費等か ら評価す るシ ス テ 厶
。 参考文献 9 を参考。
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